市議会だより原稿用紙　　（日本共産党）　（石井通春）
↓ここから記入してください。　
標題１：藤枝市に児童館を
（問）焼津、島田には存在する児童館を藤枝市も設置すべきではないか。
（答）各所に「子育て支援センター」やビビの「おやこ館」などの整備に努めてきており、かつ、西高跡地に「蓮花寺スマイルホール」を整備し子供を育む施設とし、児童館については、これらの連携により、効果的に機能している。
（問）「おやこ館」「子育て支援センター」は未就学児中心にした施設で、就学児童を対象にした児童館と異なる。スマイルホールも夜は大人のスポーツ利用のため、遊具を片づけると聞いている。児童館が対象としているのは18歳であり、初倉（島田）児童館は小学生利用が中心（年間9300人）だが中学生も（1219人）高校生も（404人）も来て、遊びではなく卓球や静養室での勉強など、全ての年代の児童の居場所になっている。それと子育て支援センター等を一緒に論じる事は改めるべきではないか。
（答）子育て支援センターで小学生の利用が少ないことについては考えていく必要はある。
（問）児童館は既存の公民館施設を考えれば設置自体難しいことではない。必要な設備は遊戯室、図書室、集会室であるが、これらは公民館との兼用も可能で、遊戯室を小学生に使えるようにするだけでハードルは高くない。
（答）確かにそういう所であるが、安全面も課題とし、小学生の利用が出来るように考えていく。
教育委員会改革に対する本市の対応
（問）4月実施の地方教育行政法により、首長（市長）が教育行政「大綱」を策定するが、教育委員会の執行事項に対し、首長が勝手に「大綱」に書く事なく、従来同様に住民意見を十分踏まえたものとし、国が示す振興計画言うがままではなく、地域の実情に応じたものとするか
（問）住民意思を踏まえ、国の計画はあくまでも参酌程度で地域の実情を踏まえたものにしていく。
（問）侵略を美化する教科書の採択を狙うグループが教科書採択は「大綱」方針によることになったとウソを主張しているが、従来通り教育委員会の専決事項であるか。
（答）教育委員会で責任を持って進めていく事項。
